
立教１８７年４月             中 駿 東 支 部 報          会場 愛 駿 分 教 会  

元旦には大地震、２日には航空機事故と｢心引き締め直せ｣と思える出来事があり心新たに年祭活動２年目に入られた事かとお察し申し上げます。 

３月３１日大亮様をお迎えして岐美大教会は創立１３０周年の行事が執り行われました。岐美大教会初代は、明治２４年９月が入信して間もなく

濃尾大地震が発生し、岐美に繋がる布教師たちは日本の各地に足を延ばして教勢を広げました。中には「美濃・尾張」を「身の終わり」と、変な風

評を流すと捕らわれる布教師もいたようですが、５年後には支教会に昇格する程の勢いで、能登地震が起きたこんな状況だったのかもしれません。

教祖１０年祭前にした先人たちの勢いを痛感する次第で、今一度、初代の気持ちに戻り年祭活動に取り組まなければなりません。 

さて、昨年６月１日付けで、旧・統一教会信者救済のための「寄付行為に関する法律」が施行されました。内容は、無理に寄付を強要させる・恐

怖感を与えて寄付を募る・先祖の霊の浄化される・寄付すれば災難から逃れるなどの理由をつけて寄付を強要するような行為です。本来の目的は旧

統一教会信者の救済ですが、法律として施行されると、宗教団体ばかりだけではなく、全ての団体に適用される事になります。例えれば、『○○円

御供すれば御守護頂けますよ。御供すれば祖霊様が喜びますよ』という行為になろうかと思います。 

また、今までは宗教実務の事は「分からない」・「知らなかった」などで大目に見て頂いてところがございましたが、社会の流れからみても、そう

いう訳にはいかなくなってまいりましたので、事務的な整備をどうぞ宜しくお願いします。お金の流れを明確にしておく、説明の出来るようにして

おく事が肝心かと思います。 

また、県庁へ提出書類を作成する時期となりましたが「決算書・財産目録・代表役員名簿・責任役員名簿」の提出書類の提出を６月２０日までに

お願いいたします。今回、県庁担当者が変わりました。教会毎に規模や事情の違いや、パソコンからの書き写しや、小さな計算ミスなどはご理解頂

いています。ただ教会として備えておかなければならない書類は、以前より少し厳しくなりましたので、どうぞご理解頂き、お力添えのほど、お願

いいたします。 

           １８７年４月吉日  中駿東支部教務部担当  武田 正彦  

各 会 よ り 

布教部 

全教一斉ひのきしんデー 

4月 29日(祝)9:00～ 

城北公園 

献血のご協力 

お願い致します 

 

手配り   

今月の天理時報の発行、到着は、  

４月 ３日号 （３月２９日着） 

４月１０日号 （４月 ５日着） 

４月１７日号 （４月１２日着）４月２４日号は直送です 

   ５月 １日号 （４月２６日着） 

 

読書会 ４月定期配本 

『馬をたすけ 人をたすけー名伯楽・角居勝彦が目指す｢陽気ぐらし｣』 

                   片山恭一 著  ￥1760－ 

婦人会   

４月の例会 中静分教会 ３０日 １３：３０～ 

 

青年会 

＊ハートクリーン  ４月７日(日)７：００～静岡駅南口 

＊青年会例会   やります！ 

                  場所等詳細は担当・大畑まで 

 

学担・学生会 

春の学生おぢばがえり 「次代を担うようぼくへ」 

     参加者 男性６人  女性７人  計１３人 

                ありがとうございました。 

少年会 

＊４月より“リトルマガジン”の誌代が変更されます 

      ￥１１０－ → ￥１５０－ 宜しくお願い致します。 

 

＊３月２９日(金) 少年会総会が開催されました。 

参加者 少年会員８２名  育成会員３７名  計１１９名 

たくさんのお力添えを頂きまして誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おうた合唱団  

今月の練習は４月１４日（日）１４時～ at,教務支庁 

 

ジョイアスクラブ 

＊毎月２６日の日帰り便を出しています。 

片道、往復、適時対応させて頂きます。どうぞご利用下さい。 

片道￥４０００－ 往復￥７０００－ (家族割あります。) 

 

＊教祖誕生祭・婦人会総会でのおぢば便必要な方はご連絡下さい。 

お申し込みは 担当・梅田までお願いします。 

例会・その他 予定

次回の支部例会、役員会 

【５月２日】 役 員 会 １３：００～ 旭 東 静 分 教 会 

【５月２日】  例 会  １４：００～  旭 東 静 分 教 会 

５月 巻頭言 担当者  

【巻 頭 言】 小 塚 嗣 夫 先 生 

 


